
第６回 画像センシングシンポジウム チュートリアル講演会 
Tutorial Lectures 

The 6th Symposium on Sensing via Image Information(SSII2000) 

参加案内 
http://ssii.on.arena.ne.jp / 

 

 

期日 平成12年6月14日（水） 

場所 パシフィコ横浜 （会議センター301,302号室） 

〒220-0012 横浜市西区みなとみらい1-1-1 

 

 好評をいただいているチュートリアル講演を本年も開催いたします。多様なニーズにお応え

するため、今回も基礎コースと応用コースの２つのコースを設け、各分野における第一線の講

師陣をお招きいたしました。多くの方に聞いて頂けるように、同一の内容の講演を午前と午後

の２度行います。多数のご参加をお待ちしております。 

 

申込方法、申込先、参加費、支払方法などはシンポジウム参加案内をご参照ください。チュートリアル

の受付は定員に達し次第締め切らせていただきます。なお、チュートリアル講演のみの参加はご遠慮

下さい。 

 

プログラム 

 
[基礎コース]（301号室）                   司会   斎藤英雄（慶應義塾大学） 

               依田育士（電子技術総合研究所） 

 

講演（１） 午前の部(9:00~10:30)  午後の部(13:30~15:00) 

斉藤 文彦 氏（岐阜大学）…「遺伝的アルゴリズムと画像処理技術」 
概要：遺伝的アルゴリズム(GA)は、膨大な探索空間から実用解を効率的に求めたい場合に有効

な手法であるが、骨組みが緩やかで適用の自由度が高い反面、実装方法がやや難しいことが問

題となる。しかし、課題および染色体の表現法や適応度の評価関数に充分な注意を払えば、画

像処理における諸問題を効率良く解くことが可能となる。GA の画像処理への適応例を示すとと

もに、これらの応用分野における GA の有効性について述べる。 

 

講演（２） 午前の部(10:50~12:20) 午後の部 (15:20~16:50) 

加藤 邦人 氏（岐阜大学）…「Hough変換高性能化と画像処理」 
概要：Hough 変換はその大局性ゆえ、ノイズに強く、また隠蔽にも強いという優れた性質を持つ。

そのため現在では図形形状抽出のみならず、多方面に応用されている。しかし、メモリコスト、

計算コスト、精度などの問題など実用化に対しての課題も多い。そこで、まず Hough 変換の基

本原理、ならびに実用化に向けて必要になるであろう周辺技術を紹介する。また、Hough 変換の

効率化、ならびに高精度化アルゴリズムについて紹介し、今後幅広く用いられるであろう Hough

変換の可能性について議論する。 

                             

 

 

[応用コース]（302号室）                               司会 金子正秀（電気通信大学） 

                             堀   修（(株)東芝） 

 

講演（１） 午前の部(9:00~10:30)  午後の部(13:30~15:00) 

千葉 直樹 氏（三洋電機(株)）…「画像モザイキング技術の応用」 



 

概要：重なりを持った複数の画像を貼り合わせて、一枚の広視野・高解像度のパノラマ画像を 
合成する「画像モザイキング技術」について解説する。まず、基本理論や関連技術について述

べる。次に、この技術を用いたシステムを構築する上での実際的な問題やその解決方法につい

て述べる。そして、この応用（例えば仮想現実感システム、監視、顕微鏡画像、画像圧縮、あ

るいは画像内容検索など）に関する最先端の研究例や製品例を紹介する。 

 

講演（２） 午前の部(10:50~12:20) 午後の部 (15:20~16:50) 

福井 和広 氏（(株)東芝）…「ユーザインタフェースにおける顔画像処理」 
概要：ユーザインタフェース構築において、顔による個人識別は有効な手段である。 

本講演では、先ず、これまで開発された代表的な顔認識アルゴリズムを振り返りながら、実用

化に向けた課題を整理する。これらの中で、特に顔特徴点と顔領域の安定な検出、(ii)識別に

おける顔向き、表情、照明などの諸変動の影響を取り上げ、いくつかの対応策を紹介する。ま

たいくつかのアプリケーションとそのシステム構成を紹介する。 

 

 

 
シンポジウム参加ご希望の方は下の部分を複写してお使いください。 

また、参加費の振込は請求書が届きましてからお願いいたします。 

 

 

第６回 画像センシングシンポジウム（SSII 2000）参加申込書 
該当するものの□にをしてください。 

（ふりがな） 
氏名 

 

所属 

 

部署 

連絡先 所在地 〒     

 

 

 

電話                      FAX                

E-MAIL                                                              

参加内容 □シンポジウム     参加費 一般 20,000円、学生 5,000円 

□チュートリアル（基礎コース又は応用コース） 

                       参加費 一般・学生共 3,000円 

□チュートリアル（基礎コースと応用コース） 

                       参加費 一般・学生共 6,000円 

                          □基礎コース（午前） ＆ 応用コース（午後） 

                          □応用コース（午前)  ＆ 基礎コース（午後) 

       （チュートリアルは、どちらかのコースを選択してください。 

        但し、チュートリアルのみの参加はできません。） 

送金総額              円 

送金方法 □銀行振込 □当日持参 □その他（                 ） 

 


